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論文審査及び最終試験の結果報告

このことについて,下記の結果を得ましたので報告いたします。
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紙容器(cart0田詰め清涼飲料は季節変動が著しい需要特性に加えて,ペットボトルなど他容器の
製品に比べ賞味期限が短く,在庫による需給の調整が困難なサプライチェーンマネジメント(SCM)の
課題を有している。本論文では,在庫管理が従来の物量管理からファイナンスと統合化する中で,統

計的需要予測に加えて,金融工学のりアルオプションによるりスク管理を応用し実データでの問題解

決を試みている。

本論文は8章から構成されている。第1章は,本論文の緒言である。第2章は,紙容器詰め清涼飲

料の事業特性とりアルオプションの理論を述べている。第3章は,自己回帰和分移動平均(AR1八仏)に
よる年単位需要予測,及び2項格子によるアメリカン・コール・プット・オプションを用いた,供給

能力調整の意思決定法を提案している。第4章は,季節自己回帰和分移動平均(SARIMNによる月単
位需要予測,及びバミューダ・アメリカン・コール・オプションを用いた夏季需要に対する設備投資・

従業員増加の選択のシミュレーション分析を試みている。第5章は,第4章のモデルに投資決定のタ
イムラグに対応した最適なシグナリングを統合している。第6章は,日次単位の SCM における最終

バッチでの廃棄の無、駄のコール・プット・オプションによる削減可育自陛の感度分析を試みている。第

7章は,第6章のモデルを多期間化と決定量可変にて拡張している。第8章は,結言である。
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本論文は,需要の季節変動が大きくても賞味期限が短く在庫調整が困難な紙容器詰め清涼飲料の

SCMに対して, SAR1入仏などの統計的需要予測とりアルオプション分析とを統合したりスク管理手

法を提案している。従来の SCM は物量管理を基礎に,主にコストによって管理システムの成果を評
価してきた。しかし,本論文は,正味現在価値(NPV)よりもさらに意思決定の柔軟性を加味した拡

張正味現在価値(ENPV)を評価尺度とするりアルオプシ"ン分析を応用している。また,アメリカン・
コーノレ・プット・オプションによる「バーチャノレな在庫」に加えて,バミューダ・オプションの採用

による投資選択の提案を試みている点に,本研究の特徴と独倉1什生がある。さらに, ARIMA, SAR1八IA,

及びモンテカルロシミュレーションなどの統計的手法による確率的需要予測,そして,供給能力拡張

投資の意思決定と実装間のタイムラグと需要予測とを連動したタイミング決定も提案している。本論

文で提案されたSCMは,実データに基づき検証されており,既に一部具体的な効果も生じている。
これらの研究成果は,審査委員会において, SCM とりアルオプションとの統合の新規性,実デー

タに基づく検証,及び応用的意義の点から高く評価され,今後の展開が期待された。

以上により本論文は,博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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(注) 論文審査の結果及び最終試験の結果は「合格」又は「不合格」の評語で記入すること。
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